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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 1月 24日 (2006.1.24)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 １ 及 び 図 ２ に お い て 、 シ リ コ ン 基 板 １ に は 所 定 の 深 さ を 有 す る 逆 矩 形 錐 台 形 状 の 凹 部
１ ａ が 形 成 さ れ 、 当 該 凹 部 １ ａ の 表 面 に 、 並 び に そ の 表 面 か ら 例 え ば 符 号 ２ ａ で 示 す ご と
く シ リ コ ン 基 板 の 表 面 に 延 在 し て 、 イ ン ダ ク タ デ バ イ ス の Ｑ 値 を 上 げ る た め に 、 Ａ ｕ に
て な る 接 地 導 体 膜 ２ が 形 成 さ れ て い る 。 シ リ コ ン 基 板 １ 及 び そ の 凹 部 １ ａ の 直 上 で あ っ て
空 隙 ２ ０ を 介 し て 、 Ｓ ｉ ｘ Ｎ ｙ （ ０ ＜ ｘ ＜ ３ ， ２ ＜ ｙ ＜ ５ ） に て な る 誘 電 体 支 持 膜 ３ が 形
成 さ れ 、 さ ら に 、 当 該 誘 電 体 支 持 膜 ３ 上 に Ａ ｕ に て な る ミ ア ン ダ 形 状 の ス ト リ ッ プ 導 体 で
あ っ て 、 高 周 波 に お い て イ ン ダ ク タ を 構 成 す る 配 線 導 体 膜 ４ が 形 成 さ れ て い る 。 当 該 配 線
導 体 膜 ４ の 一 端 ４ ａ は 他 の 高 周 波 回 路 と 接 続 さ れ る 端 子 と し て 形 成 さ れ 、 そ の 他 端 ４ ｂ の
位 置 に お い て 、 誘 電 体 支 持 膜 ３ を そ の 厚 さ 方 向 に 貫 通 す る ス ル ー ホ ー ル ５ に ス ル ー ホ ー ル
導 体 ５ ｃ が 充 填 さ れ 、 こ れ に よ り 、 当 該 他 端 ４ ｂ は 、 ス ル ー ホ ー ル 導 体 ５ ｃ を 介 し て 、 そ
の 直 下 の 接 地 導 体 膜 ２ ａ に 接 続 さ れ て 接 地 さ れ る 。 す な わ ち 、 当 該 イ ン ダ ク タ デ バ イ ス の
一 端 は 接 地 さ れ て い る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 以 上 の 実 施 の 形 態 １ に お い て は 、 シ リ コ ン 基 板 １ を 用 い て い る が 、 本 発 明 は こ れ に 限 ら
ず 、 そ の 他 の 半 導 体 基 板 や 、 ガ ラ ス 基 板 な ど の 誘 電 体 基 板 を 用 い て も よ い 。 ま た 、 上 記 の
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誘 電 体 支 持 膜 ３ の 材 料 は Ｓ ｉ ｘ Ｎ ｙ に 限 定 す る も の で な く 、 誘 電 体 支 持 膜 ３ を シ リ コ ン 酸
化 膜 や ポ リ イ ミ ド 膜 な ど で 形 成 し て も よ い 。 さ ら に 、 配 線 導 体 膜 や 接 地 導 体 膜 ２ の 材 料
は Ａ ｕ に 限 ら ず 、 Ｃ ｕ な ど の 低 い 抵 抗 値 を 有 す る 金 属 導 体 膜 で あ れ ば よ い 。 こ れ ら の 変 形
例 に つ い て は 、 他 の 実 施 の 形 態 に お い て も 適 用 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ １
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ １ 】
　 ま ず 最 初 に 、 シ リ コ ン 基 板 １ ０ １ と 誘 電 体 支 持 膜 １ ０ ５ と の 構 造 体 の 製 造 工 程 に つ い て
、 図 ３ ０ 及 び 図 ３ １ を 参 照 し て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 ３ ０ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば チ ョ

ラ ル ス キ ー 法 な ど の 公 知 の 方 法 を 用 い て 、 上 表 面 が 平 坦 化 さ れ た シ リ コ ン 基 板 １ ０ １ を
形 成 す る 。 次 い で 、 図 ３ ０ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 シ リ コ ン 基 板 １ ０ １ の 表 面 上 に 、 例 え ば
フ ォ ト リ ソ グ ラ フ ィ 法 な ど を 用 い て 、 感 光 樹 脂 等 の レ ジ ス ト 又 は Ｓ ｉ Ｏ ２ 膜 か ら な る マ ス
ク パ タ ー ン 層 １ １ ３ を 形 成 す る 。 そ し て 、 図 ３ ０ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 例 え ば Ｋ Ｏ Ｈ な ど
の ア ル カ リ 水 溶 液 を 用 い て 、 シ リ コ ン 基 板 １ ０ １ の 表 面 を ６ μ ｍ の 深 さ ま で エ ッ チ ン グ し
、 逆 矩 形 錐 台 形 状 の 凹 部 １ ０ ３ を 形 成 す る 。 さ ら に 、 図 ３ ０ （ ｄ ） に 示 す よ う に 、 ス パ ッ
タ リ ン グ 法 と 写 真 製 版 法 を 用 い て Ａ ｕ か ら な る 接 地 導 体 膜 １ ０ ４ を 、 凹 部 １ ０ ３ の 表 面 全
体 に 、 か つ 凹 部 １ ０ ３ の 斜 面 を 介 し て シ リ コ ン 基 板 １ ０ １ の 一 部 に 延 在 す る よ う に 形 成 す
る 。 ま た 、 図 ３ ０ （ ｅ ） に 示 す よ う に 、 レ ジ ス ト 犠 牲 層 １ １ ４ を 凹 部 １ ０ ３ 内 に 充 填 し た
後 、 当 該 レ ジ ス ト 犠 牲 層 １ １ ４ の 露 出 面 が 接 地 導 体 膜 の シ リ コ ン 基 板 １ ０ １ の 表 面
に 延 在 し た 面 と 同 一 平 面 に な る よ う に 、 Ｃ Ｍ Ｐ 法 を 用 い て レ ジ ス ト 犠 牲 層 １ １ ４ を 平 坦 化
す る 。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ８ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ８ ４ 】
　 次 い で 、 シ リ コ ン 基 板 １ ０ ２ の 製 造 工 程 に つ い て 、 図 ３ ２ （ ａ ） 乃 至 図 ３ ２ （ ｄ ） を 参
照 し て 以 下 に 説 明 す る 。 な お 、 図 ３ ２ （ ａ ） 乃 至 図 ３ ２ （ ｄ ） に お い て は 、 シ リ コ ン 基 板
１ ０ １ と の 配 置 関 係 で 、 上 下 反 転 し て 図 示 し て い る が 、 実 際 の 製 造 工 程 で は 、

シ リ コ ン 基 板 １ ０ ２ に 対 し て 処 理 を 実 行 し た 後 、 シ リ コ ン 基 板 １ ０ １ と 接 合 す る 直 前 に
、 シ リ コ ン 基 板 １ ０ ２ を 上 下 反 転 し て シ リ コ ン 基 板 １ ０ １ に 接 合 す る 。
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